
周辺環境へ配慮した発生土処理方法について①

・車両基地等（自ら利用）
・他の公共事業等の受入地 等

￥

施工前調査（ボーリング）
【重金属等の溶出・含有傾向を把握】

施工中調査（発生土の分析）
【対策土の判定】

普通土の場合 対策土の場合

発生土の処理

○ 発生土の処理については、地元自治体等と協議※の上、法令等に基づき適切に実施。

※受入候補地については、事業推進調査にて調査中

○ 工事により発生した土砂は、普通土と対策土（自然由来重金属等を含有する対策が必要な土）に分けられる。

－普通土については、車両基地等での自ら利用や他の公共事業等の受入れ地へ運搬することを検討。

－対策土については、自然由来重金属等の周辺環境への影響を考慮し、関係者協議のうえ、適切な対策を実施。

発生土処理のフロー図

・周辺環境への影響を考慮し、関係
者協議のうえ、適切な対策を実施

＜対策土受入地における代表的な対策例＞
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周辺環境へ配慮した発生土処理方法について②

運転間隔
を調整

運転間隔
を調整

受入地発生箇所

発生土の運搬

○ 発生土の運搬については、周辺環境への影響を考慮し、地元自治体等と協議の上、運搬方法を決定・実施。

○ 運搬については、地元住民に丁寧な説明を行うとともに、「運搬の曜日・時間帯」、「登校時間帯における通学路への配

慮」等を相談した上で、様々な影響の低減策を講じる。

発生土の運搬による影響低減策の例

＜ＧＰＳを用いた運転間隔の調整＞

＜交通誘導員の配置＞
※歩行者・一般車両を優先

＜ダンプトラックのタイヤの泥洗浄＞
※道路の美観、安全の保持

その他、関係者との協議の状況を踏まえ、適切に対策を実施

28


	①
	スライド 0: 北陸新幹線（敦賀・新大阪間）に関する ご説明資料集
	スライド 1: 全国の新幹線鉄道網の現状
	スライド 2: 新幹線の類型について
	スライド 3: 新幹線鉄道の建設に関する整備計画
	スライド 4
	スライド 5: 整備新幹線の整備方式について（上下分離）
	スライド 6
	スライド 7: 整備新幹線整備事業費補助の推移
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: 北陸新幹線に係るいわゆる米原ルートについて
	スライド 11: 北陸新幹線（敦賀・新大阪間）の現状について

	②縦（作業用）
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

	③横
	スライド 0: 　小浜市（東小浜）附近駅位置
	スライド 1
	スライド 2

	④横②（作業用）
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9


